
 

 

 平成22 年4 月28 日 

各   位 

会 社 名   株式会社     武 蔵 野 銀 行 
代表者名     取締役頭取   加 藤 喜久雄 

（コード番号   8336   東証第一部） 
問合せ先     常務執行役員総合企画部長 島雄 廣 

（TEL.  048 - 641 - 6111） 
 

平成 22 年３月期通期の業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成21 年11 月2 日に公表しました平成22 年3 月期通期（平成21 年４月１日～平成22

年３月31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

１．平成22 年３月期 個別業績予想数値の修正 

（１）通期（平成21 年４月１日～平成22 年３月31 日）                        （金額単位 ： 百万円） 

 
経 常 収 益 経 常 利 益 当期純利益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ７５，０００ ５，５００ ３，６００ １０６円 １６銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ７５，０００ ６，６００ ４，１００ １２０円 ９０銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） －  １，１００  ５００ － 

増 減 率 ( ％ ) － ２０．０％ １３．８％ － 

（ご参考） 

前期実績(平成21 年３月期) 
７８，１００ △ ８，１１５ △ ４，１１４ △ １２０円 ７６銭 

（２）通期業績予想の修正理由 

資金利益が当初予想より増加したことによるコア業務純益の改善があったほか、与信関係費用が想定よりも減

少したことなどから、有価証券等関係損益が減少したものの、経常利益は前回発表予想比１１億円増加の６６億

円、当期純利益も同じく５億円増加の４１億円を見込んでおります。 

 

２．平成22 年３月期 連結業績予想数値の修正 

（１））通期（平成21 年４月１日～平成22 年３月31 日）                        （金額単位 ： 百万円） 

 
経 常 収 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

1 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ８５，０００ ４，６００ ２，８００ ８２円 ５７銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ８５，６００ ６，４００ ３，５００ １０３円 ２１銭

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ６００  １，８００  ７００ － 

増 減 率 ( ％ ) ０．７％ ３９．１％ ２５．０％ － 

（ご参考） 

前期実績(平成21 年３月期) 
８９，０６２ △ ８，０１２ △ ４，３９７ △ １２９円 ０４銭 

（２）通期業績予想の修正理由 

個別業績予想の修正理由に加え、子会社の保証会社における与信関係費用が予想に比べ減少したことなど

から、経常利益は前回発表予想比１８億円増加の６４億円、当期純利益も同じく７億円増加の３５億円を見込んで

おります。 
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【ご参考】 

 

 

平成22 年3 月期 業績予想修正の概要（単体）                           （金額単位：億円）  

 平成22 年3 月期（通期） 平成22 年3 月期（通期） 

 前回予想 今回予想 前回予想比 前年実績 今回予想 前年実績比

経常収益 ７５０ ７５０ ０ ７８１ ７５０ △３１

コア業務粗利益 ５５８ ５６７ ９ ５８０ ５６７ △１３

資金利益 ５００ ５０８ ８ ５２３ ５０８ △１５

役務取引等利益 ４０ ３８ △２ ４０ ３８ △２

その他業務利益 

（国債等関係損益を除く） 
１８ ２０ ２ １６ ２０ ４

経費（△） ３５８ ３５５ △３ ３６０ ３５５ △５

コア業務純益 ２００ ２１１ １１ ２１９ ２１１ △８

与信関係費用（△） １１７ １１１ △６ １８０ １１１ △６９

有価証券等関係損益 △４ △１１ △７ △９５ △１１ ８４

経常利益 ５５ ６６ １１ △８１ ６６ １４７

当期純利益 ３６ ４１ ５ △４１ ４１ ８２

コア業務粗利益 ＝ 資金利益 + 役務取引等利益 + その他業務利益 - 国債等関係損益 

与信関係費用  ＝ 一般貸倒引当金繰入額 + 不良債権処理損失 

有価証券等関係損益 ＝ 国債等関係損益 + 株式等関係損益     コア業務純益 ＝ コア業務粗利益 - 経費 

  

主な増減要因（通期） 

＜コア業務純益＞ 

   前回予想時に比べ利鞘の改善による資金利益の増加や経費の減少などから、役務取引等利益が減少し

たものの、前回予想比１１億円の増益見込みとなりました。 

＜経常利益・当期純利益＞ 

   コア業務純益の増加に加え、与信関係費用が当初の想定よりも減少したことなどから、有価証券等関係

損益が減少したものの、経常利益は前回予想比１１億円増加の６６億円、当期純利益も同じく５億円増加

の４１億円を見込んでおります。 

 

 

 

 

 

※ 業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 

実際の業績は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

 

 
 
 

以  上 
 

2 




